
 

山本議員 

 

説明資料 



誰でも、いつでも、

命に関わる大きな病気やケガをする

可能性があります。

命の危険が迫った状態になると、

自らが希望する医療やケアを受けるために

大切にしていることや望んでいること、

どこでどのような医療やケアを望むかを

詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください。

あなたが
大切にしていることは

何ですか？

あなたが
信頼できる人は
誰ですか？

信頼できる人や
医療･ケアチームと
話し合いましたか？

話し合いの結果を
大切な人たちに伝えて
共有しましたか？

～自らが望む､人生の最終段階の医療･ケアについて話し合ってみませんか～

もしものときのために、あなたが望む医療やケアについて、

前もって考え、繰り返し話し合い、共有する取組を

「 人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）」

と呼びます。

あなたの心身の状態に応じて、かかりつけ医等からあなたや

家族等へ適切な情報の提供と説明がなされることが重要です。

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html

心
身
の
状
態
に
応
じ
て
意
思
は
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め

何
度
で
も

繰
り
返
し
考
え

話
し
合
い
ま
し
ょ
う

このような取組は、個人の主体的な

行いによって考え、進めるものです。

知りたくない、考えたくない方への

十分な配慮が必要です。

話し合いの進めかた（例）

11月30日（いい看取り・看取られ）は人生会議の日

人生の終わりまで､あなたは､どのように､過ごしたいですか ？

「人 生 会 議」
もしものときのために

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html
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人
生
の
最
期
を
ど
う
過
ご
す
か
。
考

え
た
く
な
い
し
、
縁
起
で
も
な
い
と
敬
遠

し
が
ち
で
す
。で
も
、
年
齢
問
わ
ず
誰
に

で
も
そ
の
日
は
訪
れ
ま
す
。
最
期
ま
で
自

分
ら
し
く
生
き
る
に
は
、
家
族
な
ど
周
り

の
人
に
思
い
を
伝
え
る
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。

　
　
７
割
が
意
思
表
示
で
き
な
い

　
大
き
な
病
気
や
け
が
で
命
の
危
険
が

迫
っ
た
状
態
に
な
る
と
、
７
割
の
人
が

意
思
表
示
が
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
周
り
の
人
は

治
療
方
針
に
つ
い
て
す
ぐ
に
答
え
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
意
思
が
分

か
ら
な
い
ま
ま
出
し
た
結
論
が
、
本
人

が
望
む
も
の
だ
っ
た
の
か
と
悩
み
続
け

る
場
合
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
日
々
の
看
病
の
場
面
で
も
、
本
人
に

病
状
を
ど
う
伝
え
る
か
、
延
命
治
療
を

す
る
か
ど
う
か
、
最
期
を
迎
え
る
場
所

は
ど
こ
に
す
る
か
な
ど
、
そ
の
都
度
難

し
い
選
択
を
迫
ら
れ
ま
す
。

残
り
の
人
生
を
ど
う
生
き
る

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
「
終
活
」
が
話
題

に
な
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。「
人

生
の
最
期
」
に
向
か
っ
て
、
あ
ら
か
じ

め
備
え
て
お
く
こ
と
で
す
。最
近
で
は
、

備
え
だ
け
で
な
く
「
残
り
の
人
生
を
ど

う
生
き
る
か
」
と
い
う
前
向
き
な
考
え

方
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

久
留
米
市
は
「
人
生
会
議
※
」
を
勧
め

て
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
の
医
療
や
介

護
の
希
望
に
つ
い
て
、
周
り
の
人
と
日
頃

か
ら
話
し
合
い
、
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
　

自
分
の
思
い
に
向
き
合
う

　
最
期
の
時
を
考
え
る
の
に「
余
命
わ
ず

か
」
を
想
定
し
、自
分
の
思
い
を
整
理
す
る

「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
。「
恋
の
話
」は
恋
バ
ナ
、
も
し
も
の

話
を
略
し
て
「
も
し
バ
ナ
」
と
言
い
ま
す
。

　
10
月
４
日
、
浮
島
校
区
高
齢
者
学
級

の
皆
さ
ん
は
、ゲ
ー
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

　患者さんに病状を説明すると、「私は延命治療せず、このままで
いい」と言う人も多いです。ところが、呼吸が浅くなると家族は慌
てて救急車を呼び、本人の意向に添わない最期を迎えることも。人
生の最期をどう過ごしたいかは人それぞれです。思いは揺れ動くの
で、相談できる相手がいると安心です。迷いに寄り添いながら、希
望に合う医療や介護サービスが受けられるよう、専門職が支援でき
るので気軽に相談してほしいです。

医療や介護の専門職が支援

人生会議の「ススメ」

最期の過ごし方を
周りの人と話し合う

もしもの時に大切にしたいこと
が書かれた「もしバナカード」

動画
公開

むたほとめきクリニック
院長　牟田文彦さん

「
痛
み
が
な
い
」「
人
と
の
温
か
い
つ
な
が

り
が
あ
る
」「
い
い
人
生
だ
っ
た
と
思
え

る
」
な
ど
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
か
ら
、
自

分
の
思
い
に
近
い
も
の
を
選
び
、
最
も
欠

か
せ
な
い
３
枚
に
絞
り
ま
す
。
他
の
人
の

話
を
聞
く
と
、
価
値
観
や
考
え
方
に
違
い

が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

　
参
加
し
た
江
島
頼
子
さ
ん
は
、「
こ
れ

ま
で
い
ろ
ん
な
人
の
最
期
を
見
届
け
て

き
ま
し
た
。
父
は
、
家
族
に
見
守
ら
れ
、

『
み
ん
な
仲
良
く
せ
や
ん
よ
』
と
言
っ
て

旅
立
ち
ま
し
た
。
私
も
家
族
や
友
人
と

の
交
流
を
大
切
に
し
て
き
た
の
で
、
医

療
や
介
護
の
希
望
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
お
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ノ
ー
ト
を
手
が
か
り
に
話
し
合
う
　

　
市
は
、「
私
の
生
き
方
ノ
ー
ト
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
治
療
や
介
護
方
針
を
話

し
合
う
手
が
か
り
に
な
る
も
の
で
す
。
治

療
や
介
護
の
希
望
、
最
期
の
過
ご
し
方
、

い
ざ
と
い
う
時
に
代
弁
し
て
く
れ
る
人
な

ど
を
書
い
て
お
き
ま
す
。
法
的
な
権
利
は

発
生
し
な
い
の
で
、
何
度
で
も
書
き
直

せ
ま
す
。
ノ
ー
ト
は
市
健
康
推
進
課
や

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
。
市
ホ
ー
ム

②周りの人と話し合い、共有する

③話し合った結果を書きとめる

もしもの時、
自分が大切にしたいことは？
□ 家族や友人のそばにいる
□ 身の回りのことが自分でできる
□ 少しでも長く生きる
□ 家族の負担にならない
□ 痛みや苦しみがない
□ できる限りの治療を受ける

□ 治療やケアを受けて長く生きたい
□ 今以上の積極的な治療やケアは
　 受けたくない
□ 痛みやつらい症状は取り除いても
    らうが、延命治療は受けたくない

生き続けるのが大変な時、
自分はどう過ごしたいか？

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　
誰
も
自
分
の
最
期
は
経
験
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
不
安
に
な
っ
た
り
感
情
が

揺
れ
動
い
た
り
す
る
の
で
、
今
は
考
え
た

く
な
い
と
い
う
人
へ
の
配
慮
も
必
要
で

す
。あ
ら
た
ま
っ
て
会
議
を
し
な
く
て
も
、

何
気
な
い
会
話
の
中
に
、お
互
い
の
人
生

観
を
話
す
き
っ
か
け
が
あ
り
ま
す
。

問
健
康
推
進
課（
☎
０
９
４
２・３
０・

９
７
２
９
、
℻
０
９
４
２・３
０・９
８
３
３
）

①自分が大切にしたいことを考える

 周りの人と話したい「最期」のこと

話し合ったことは書いておくのがオススメ。希望や思い
は変わることもあるので、繰り返し話し合いましょう

家族や医療・介護関係者など、自分の思いを伝えてく
れる人を決めて、価値観や人生観を共有しましょう

今の考え方を示しておくと、将来周りの人が判断する時に役立ちます

私の生き方ノート表紙

「私の生き方ノート」から、人生会議をするのに大事なポイントを紹介します

特集 自分らしい生活を送るために

浮島校区高齢者学級の皆さん。自分の
思いに近いカードを選びます

※AＣＰ(アドバンス・ケア・プラン
ニング）を言い換えた表現

元気なうちに、話し
合っておくと安心です

訪問診療の医師にインタビュー
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母子保健ＤＸの推進 ～現状と将来的に目指すイメージ～
（妊婦健診・乳幼児健診）

健診前 健診時 健診後

現状

将来
（イメージ）

◆ 紙の問診票に記入して、
医療機関に提出

✓ 紙の問診票に毎回、住所や氏
名などを記載する必要がある

◆ 受診時に、紙の受診券
を医療機関に提出

✓ 毎回、住所や氏名などを記載
する必要がある

◆ 健診結果は、母子健康
手帳で確認

✓ 紙の手帳を持ち歩く必要

✓ マイナポータルで情報を見れ
るようになるまでタイムラグ

◆ 問診票をスマートフォン
（電子版母子健康手帳等）で
入力可能に

◆ 健診結果をスマートフォン
（電子版母子健康手帳等）で
いつでも確認可能に

◆ マイナンバーカード１枚で
健診を受診可能に

✓ 住所や氏名などの情報は自動
で入力

✓ 問診結果はオンラインで医師
等と共有

✓ 紙の受診券への住所や氏名な
どの記載が不要に

✓ 紙の受診券を管理・提出する
手間が不要に

✓ 健診情報を自身の健康管理や
次回の妊娠等に有効活用

✓ 健診結果を医師等とスムーズ
に共有し、より質の高い医療
サービスに

（※）予防接種についても、厚生労働省において、予防接種に係る接種券・予診票等のデジタル化が進められている。 6



マイナンバーカードの交付・保有枚数等について（令和6年9月末時点）

○ 年齢・男女別

年齢
人口（R6.1.1時点）（万人） 交付枚数（累計）（万枚） 保有枚数（万枚）

人口に対する
保有枚数率

全体に対する
保有枚数率

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

全体 6,093 6,396 12,489 4,954 5,242 10,196 4,495 4,893 9,388 73.8% 76.5% 75.2% 100.0% 100.0% 100.0%

0～4歳 210 200 410 110 105 215 108 103 211 51.7% 51.5% 51.6% 2.2% 2.0% 2.1%

5～9 253 241 494 195 186 381 179 171 350 70.5% 71.0% 70.7% 3.9% 3.6% 3.7%

10～14 274 261 535 220 211 430 199 191 390 72.6% 73.2% 72.9% 4.4% 4.0% 4.2%

15～19 286 272 558 239 228 466 218 207 425 76.0% 76.1% 76.0% 4.8% 4.3% 4.6%

20～24 324 306 630 273 271 544 230 230 460 70.8% 75.2% 73.0% 5.5% 5.2% 5.3%

25～29 337 316 653 270 281 550 224 237 461 66.6% 75.0% 70.7% 5.4% 5.4% 5.4%

30～34 332 313 644 263 272 535 232 244 476 70.0% 77.9% 73.8% 5.3% 5.2% 5.2%

35～39 365 349 714 278 284 562 255 266 521 69.8% 76.1% 72.9% 5.6% 5.4% 5.5%

40～44 399 385 784 301 311 613 284 298 583 71.1% 77.5% 74.3% 6.1% 5.9% 6.0%

45～49 463 448 911 341 351 692 327 342 669 70.5% 76.3% 73.4% 6.9% 6.7% 6.8%

50～54 493 482 975 379 394 773 365 385 750 73.9% 80.0% 76.9% 7.6% 7.5% 7.6%

55～59 420 417 837 331 348 679 318 340 658 75.7% 81.6% 78.7% 6.7% 6.6% 6.7%

60～64 373 378 750 310 323 633 296 316 612 79.6% 83.6% 81.6% 6.3% 6.2% 6.2%

65～69 357 374 731 304 319 623 288 311 599 80.6% 83.1% 81.9% 6.1% 6.1% 6.1%

70～74 408 456 864 333 364 696 310 352 662 75.9% 77.3% 76.6% 6.7% 6.9% 6.8%

75～79 340 412 752 328 375 703 296 358 655 87.2% 87.0% 87.1% 6.6% 7.2% 6.9%

80歳以上 458 788 1,246 480 620 1,100 367 542 908 80.1% 68.8% 72.9% 9.7% 11.8% 10.8%

※四捨五入により計が一致しないことがあります。
※国外利用分除く



マイナンバーカードの特急発行・交付の仕組みの創設について

処理期間：１週間以内（最短5日）
対応能力：360万枚/年（新生児、紛失等による再交付、海外からの転入者など）

• 申請時に来庁して本人確認を行い、カードを郵送送付する特急発行の特別な措置として、通常市町村が行っている
カードの有効化等の作業（交付前設定）をJ-LISが行い、住民に直接カードを送付。

• 現在１～２か月程度要している申請から住民にカードが届くまでの期間について、新生児、紛失等
による再交付、海外からの転入者など、特に速やかな交付が必要となる場合を対象に特急発行・
交付の仕組みを創設し、１週間以内（最短5日）に短縮。

J-LIS 市町村

交付通知書
発送

住民住民

カード受取
来訪

カード
郵送カード申請 カード発行（通常12日） 交付前設定

（１週間程度） １～２か月程度

現在

J-LIS 住民住民

特急発行

カード発行＋交付前設定

（４日程度）
対応能力
1万枚/日

J-LISで対応

窓口に来庁
（出生届等）

郵送送付
（１～２日）

1週間以内
（最短５日）
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